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気高町人工巣塔での特別天然記念物コウノトリの繁殖状況について

※「コウノトリ観察の際の注意事項」について、併せて報道頂くようお願いします。 

１．これまでの経過 

① 令和元年 鳥取市気高町でコウノトリのペアが営巣し産卵。ヒナ 4 羽が孵化・巣立ち（鳥取

県では初）（令和元年５月４日孵化・令和元年６月１７日足環取付） 

親鳥個体番号 オス J0125（豊岡市戸島巣塔・2016.4/2 生・6/10 巣立） 

メス J0123（豊岡市赤石巣塔・2016.3/29 生・6/8 巣立） 

ヒナ個体番号 ①J０253（オス） ②J０254（メス） ③J０255（オス） ④J０256（オス） 

 ※ヒナ③（J0255）は令和２年１月 14 日に島根県松江市で死亡確認 

② 令和２年 鳥取市気高町日光に個人が人工巣塔を設置。昨年度と同じペアが営巣・産卵し、

ヒナ 3 羽が孵化・巣立ち（鳥取県 2 例目）（令和２年５月１８日孵化・６月２９日足環取付・７月中下旬

巣立ち） 

    ヒナ個体番号 ①J0321（オス）②J0322（メス）・③J0323（メス） 

③ 令和３年 令和２年度設置の巣塔に同じ親ペアが営巣・産卵し、ヒナ２羽が孵化・巣立ち（鳥

取県３例目）（令和３年４月６日孵化・５月 19 日足環取付・６月中下旬巣立ち） 

ヒナ個体番号①J0353（メス）②J0354（メス） 

④ 令和４年 同じ人工巣塔に同じ親ペアが営巣・産卵し、ヒナ２羽が孵化（令和４年４月１7 日）。

２．足環設置（令和４年５月27日） 

日  時 令和４年５月 27 日（金） 10 時～13 時 30 分 

場  所 鳥取市気高町日光 人工巣塔（地域の協力により個人設置） 

 作業参加者 ２２名（コウノトリの郷公園 ６名・巣塔所有者２名（巣塔設置者及び用地提供者）・

日光地区１名（区長）・日本野鳥の会鳥取県支部 5 名・鳥取県緑豊かな自然課２

名、鳥取県文化財課２名 鳥取市文化財課２名・八頭町１名・北栄町１名） 



３．令和４年度のヒナの情報 令和４年４月１7日孵化

①J0452（オス） 足環 左：黒赤 右：青青 体重 4.4 ㎏ 

②J0453（メス） 足環 左：黒青 右：青青 体重 3.8kg 

４．今後の見込 

※今年度のヒナについては、７月上旬頃巣立ちの見込み 

※今後も数年間は同じ人工巣塔で繁殖する可能性が高い。また、八頭町・北栄町でも営巣・産卵・

孵化が確認されており、さらに繁殖地が広まる可能性がある。 

※鳥取県・兵庫県・関係自治体等と協議し、本市における将来的な取扱い・保護方針を数年以内

に確立する必要がある。 

高所作業車により、巣塔のヒナを捕獲（コウノトリの郷公

園の指導のもと野鳥の会の標識員が設置） 

捕獲したヒナの血液等を採取              足環の取付 



【コウノトリ観察の際の注意事項】 
コウノトリは野生動物であるという前提のもと、一定の距離を保って観察してください。 

１）静かに見守りましょう。 

コウノトリを驚かせないように優しく静かに見守りましょう。コウノトリの観察・撮影等は、
コウノトリが遠ざかったり飛び立ったりしないように、150ｍ以上（自動車の中からでは 100ｍ
以上）離れて行いましょう。 

２）地域に迷惑をかけないようにしましょう。 

コウノトリは集落周辺の水田、草地、河川、水路などで餌をとり、巣塔や大木等に巣を作りま
す。観察する時は、無断で私有地や農地に立ち入らないようにしましょう。 

３）繁殖期間は、巣に近づかないようにしましょう。 

2 月から 7月は、コウノトリの繁殖期です。この時期に人が近づくと、巣づくりや子育てに大
きな影響を与えますので、コウノトリの巣には近づかないようにしましょう。巣の近くを通る時
は、立ち止まらずに通り過ぎるようにしましょう。 

４）野生のコウノトリにエサを与えるのはやめましょう。 

餌を与えているところを見かけた場合は、やめるようにお願いしてください。 

５）コウノトリが電柱等に巣を作っている場合は、電柱を管理している管理会社等に連絡してくださ

い。 

コウノトリが感電死する恐れがあるほか、電気事故等の原因になります。 

●コウノトリ保護の啓発について  
 「＝コウノトリ飛来時の対応パンフレット＝あなたのまちにコウノトリが飛来したら、」 
http://www.stork.u-hyogo.ac.jp/in_situ/when_ows_flies/ を参考に、観察時の注意点などについて、
啓発にご協力願います。  


